
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 4 回 拡大理事会  

日 時 平成 30 年 7 月 28 日 14:00～16:50 

場 所 アマランス第一会議室 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、志岐浩二、重松康志、 

永木照彦、大石勝規、浦川純二、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記：仲宗根歩、狩浦圭介 

その他：坂井孝行（総務部部長）、大月雅之（総務部副部長）、脇屋光宏(学術研修部部長)、中島龍

星(学術研修部副部長)、長谷川隆史(庶務部部長)、砂川伸也(庶務部副部長)、川上文昭(庶

務部厚生班班長)、高橋 剛(財務部部長)、西 啓太(広報部部長)、近藤康隆(臨床実習班

班長)、林 勇一郎(研修会運営班班長)、山口晃樹(推進リーダー担当)、本田有一(映像記

録班班長)、橋口将大(学術誌班班長)、禹 炫在(国際交流班班長)、山内 満(生涯学習部

部長)、林田真一郎(生涯学習部副部長)、當麻俊久(地域事業推進部部長)、大場裕之(地域

事業推進部副部長)、本田憲一(地域包括ケア班班長)、中尾雄一(健康増進班班長代理)、有

福浩二(啓発事業班班長)、上野賢吾(公益事業推進班班長)、木村勝志(保健福祉部部長)、

藤本剛丈(医療保険部部長)、谷川真澄(介護保険部部長)、岩佐恭平(介護保険部副部長)、

山下顕史(規約審議委員会委員長)、城田律子(表彰委員会委員長)、井ノ上修一(学術大会評

議委員会副委員長)、平野康二(長崎地区部長)、大島孝明(長崎地区副部長)、秀嶋敏和(諫

早地区部長)、尾崎武正(西彼・西海地区部長)、佐藤哲也(大村・東彼地区部長)、村上和彦

(県北地区部長)、村山謙治(県北地区副部長)、野口浩孝(島原地区部長)、西 喜博(壱岐地

区部長)、吉見 晃(対馬地区部長)、木場宗也(下五島地区部長)、塩塚 順(相談役) 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）読売新聞社主催 第 47 回 医療功労者 推薦の件 

6 月 15 日付で長崎県福祉保健部福祉保健課より「第 47 回医療功労賞」の推薦依頼があった。当会と
して塩塚順氏を推薦したい。審議の結果、提案通り可決された。 

２）「県民健康祭り」イベントへの参加(出店)と事業計画の交代について 
長崎ダイヤモンドスタッフより、9 月開催の「県民健康祭り」の紹介とそれに対し理学療法士協会へ
の出店依頼があった。9 月 1、2 日の 10 時から 17 時まで。7 月 15 日に行われた全国一斉イベントを
諫早地区が行ったので、啓発活動が空き、代替としてこの事業を考えている。出資金はなく、ダイヤ
モンドスタッフの方が職能団体に対し入金するという流れ。8 月に依頼書が出るので、届き次第三役
で協議、承認し理事会にて報告する流れ。審議の結果、提案通り可決された。 

３）「介護予防・健康増進キャンペーン 2018」の補正予算について 
全国一斉イベントの経費が予算を超過したので補填をお願いしたい。予算の変更を確認せず、
150,000 円のところ支出が 214,634 円で 64,634 円の超過。今後会議の人数を絞るなど節約できる取
り組みは行う。補填について、まず局内での調整が可能か検討する。財務状況的には問題なし。審議
の結果、提案通り可決された。 

４）賛助会員承認の検討について 
長崎県理学療法士連盟は長崎県理学療法士協会と協力し、研修会の共催も実施している。連盟が協会
の賛助会員となることについて審議。長崎県理学療法士連盟は社団法人などの肩書なし。賛助会員に
ついて協会の規定があるが詳細は調べる必要がある。本議案については他県の動向等も含め調査、確
認後再提出となった。 

５）財務処理規定改廃について 
財務処理規定を整理した。今年度、会長変更に伴い銀行の通帳名義を変更した。また財務処理規定の
文言を財務部で検討、修正した後山下規約審議委員長より検分していただき、理事会にて審議を諮っ
た。第 5 条、「財務部部長もしくは財務部副部長」を「財務部担当理事もしくは財務部部長」に変
更。第 7 条、振込先の会長名を「塩塚 順」から「大山盛樹」に変更。口座番号はそのまま。審議の
結果、提案通り可決された。 

６）新入会会員の承認について 
入会 8 名、退会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。  



 ７）長崎県理学療法士協会理事会開催数の変更について 
理事会回数について、今年度 7 回に減らし、拡大理事会も今日で終了。今後は地区の方々にも WEB
会議を通じて伝播できるシステムを調整。また、役員が地区の研修会に出向き、その役員行動が理事
会の会議費、交通費を補填する形としたい。予算上は同額程度を見込み、問題なし。予算の話で、現
在公益社団法人長崎県理学療法士協会役員は無報酬。その件で県から指導が入る可能性があり、今後
役員に対し報酬が発生することがあるという認識が必要。審議の結果、提案通り可決された。 

 
（２）報告事項 
１）長崎県理学療法士協会＆長崎県理学療法士連盟年間予定について 

平成 30 年度長崎県理学療法士協会理事会等の予定について、長崎県理学療法士協会の定時総会は第 1
日曜日となる。長崎県理学療法士協会の理事会の開催について、定款上年 6 回以上開催すればよい。
平成 30 年度の事業計画上、9 月、11 月、1 月、3 月に開催予定。それぞれについて、第 5 回は上半期
の事業報告と中間監査、第 6 回は次年度計画と予算、第 30 回学術大会。第 7 回は次年度計画、予
算、30 年度下半期の事業報告、学会監査が主な内容。長崎県理学療法士連盟について、協会の理事と
連盟の役員が被っている関係もあり、協会に合わせた形で連盟の例会を 3 回予定している。また地域
との連携のため役員が地区回りをする。理事会回数変更については理事会での承認が必要となるため
本理事会審議事項へ上げる。 

 ２）理事会時の WEB 会議導入について 
今後理事会開催時に WEB 会議を導入したい。スムーズな会議運営可能な回線は本部を除き 3 回線ま
で。今後の流れについて、提出議案から事務局内で WEB 会議参加依頼の必要性を選定し事業関係者
へ参加可否を確認。同時に担当理事にも通達。理事会議案進行スケジュールを調整し、通信時間を通
達。調整した時間に WEB 会議参加となる。事業報告は事業終了後の理事会にて速やかな報告をお願
いしたい。 

３）FAX 通信終了後の対応について 

FAX 通信は 6 月号を最後に終了。メール配信は 7 月 3 日に第 1 回の配信を実施。翌月分くらいまでの
研修会情報などを配信しホームページ閲覧に誘導する形。マイページでのアドレス登録、フェイスブ
ックの促しをしている。キャリアメールの場合届かない可能性もあり、今後も最新の情報、受け取り
可能な設定を促す方針。課題として、ネットワーク構築、管理が必要となる。独り職場も含めたネッ
トワーク作りが重要課題となり、事務局と地域局の連携、協力が必要。 

４）スポーツ理学療法推進班活動について 

各県士会に運営担当者 1 名と協力者数名の選出が要請され、長崎は担当者が大石理事、協力者は公募
にて 3 名の先生方を選出。組織図内の社会事業局内に配属となる。6 月 17 日に行われた JPTA 主催ス
ポーツ運営担当者研修会では、今の認定理学療法では足りない所を補える人材育成プログラムを行っ
ていくということだった。障害者スポーツ分野は特に積極的に活躍できる分野である。 

５）役員の地区巡回について 
目的として、地区との顔の見える関係づくり、課題の共有、地区活動促進の支援、連盟活動協力のお
願いなど。地区研修会開催時に役員が出席し、講演を行う。現在、地区部長に 10 月までの地区研修
会予定を確認中。地域局にて巡回役員の選定と調整をさせていただく。初回は 10 月までには実施予
定。 

６）介護予防・健康増進キャンペーン 2018 の事業終了報告について 
       7 月 15 日に全国一斉開催イベントとして、介護予防・健康増進キャンペーン 2018 を開催した。 
７）H30 年度九州ブロックスポーツ大会について 
     平成 30 年 11 月 18 日開催の「平成 30 年度九州ブロックスポーツ大会」について案内が来た。九州

各 
県士会会員の親睦を目的として 4 年に 1 度開催されているもので今年度は熊本県で開催。フラバール 
バレーボールという種目。期日が近づいたらホームページでも参加者募集を予定。 

８）第 30 回長崎県理学療法士協会学術大会進捗状況について 
       今回は第 30 回の記念大会。テーマは「観脚下－新時代の理学療法展開に向けて」。ポスターについ

ては配色等何案か見てもらい、検討。大会長の基調講演は塩塚相談役。1 日目は日韓のカンファレン
スがあり、日本理学療法士協会の中田先生、釜山物理療法士協会の担当者からそれぞれ教育講演的な
内容をお願いしている。2 日目の講演は長崎大学の沖田先生と神津先生。沖田先生は「運動器慢性疼
痛に対する新たな理学療法展開」、神津先生は「慢性呼吸障害の理学療法における新たな展開」がテ
ーマ。県民公開講座は長崎大学の高畠先生にお願いしている。発表はすべて口述発表で 72 演題を予
定。 

 ９）研修会規定に関してについて 
       研修会の質の保証ということで研修会規定を作成した。専門、認定理学療法士のポイントをつけるに

は 90 分の 2 コマ以上もしくは 180 分以上の研修会時間が必要。新人教育プログラムの場合は 60
分。研修会主催者は専門・認定領域において講師が取得している領域の中から 1 つ選択。専門理学療
法士について、運動器を持つ講師の場合、運動器の認定領域と専門理学療法士も取れるように設定し
た。研修会内容が同一分野の複数領域にまたがる場合、内容を網羅することで複数領域のポイントを
取れる設定を考えている。NPTA 独自に研修会の規定を作成している。地区研修会の名称について、第
〇回 △△地区研修会に統一。平成 34 年度からの新生涯学習システムが運用開始に向けて地区活動
の活性化が必要。各地区での OJT 教育の流れ構築が必要。研修会開催までの手順について、各地区か



ら研修会企画を生涯学習部に上げていただき、私の方で単位の確認のメールを返信。それに伴い、各
地区から事務局に広報依頼をしていただいた後、私から JPTA にセミナー登録、確認をする。研修会
開催後は参加者のデータを送っていただき、実際に単位付与を申請。参加費は基本的に無料。資料代
として参加費を設定する場合は領収書が必要。現在参加費を取っている研修会もあり、整合性が取れ
なくなる可能性がある。局内や地域局も交えた形で協議が必要。今回は説明にとどめ、再度検討後理
事会提出となる。 

６）その他の報告事項について 
・40 周年記念の PT・OT合同学会へは三役と学術担当理事が参加。釜山との MOU5周年は塩塚相談役と 
 大山会長が参加。 
・田中まさし先生が次期参議院選挙の自民党一次公認を受け、全国比例での出馬。10 月 14 日～16 日 
 来崎予定で県北を重点的にラウンド予定。15日には長崎リハビリテーション学院で講義いただく予 

    定。 
・財務処理規定第 3 条、決算文書については事業報告書及び要綱・会議議事録・領収書などの証拠書 
 類・決算鑑であり、監査での重要な書類。事業報告書は事業の内容が分かるもの。これらを速やか 
 に北病院に送っていただきたい。第 6 条、領収書は定科目ごとかつ日付順に整理していただきた
い。 

 第 7 条、仮払いについては支出承諾書を Excelで入力いただき、財務部に提出していただきたい。        
完成払いにおいても支出承諾書は必須。 

 


